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　上関町は山口県最南端に位置しており、室津

半島・長島・祝島・八島といくつかの無人島か

らなっています。上関町は古くから、海上交通

の要衝として栄えてきた町であり、朝鮮通信使、

琉球使節、オランダ商船、北前船等の立ち寄っ

た場所として歴史に名を残してきました。

　上関町の新年最初のイベントとして４００年

の伝統を誇るのが「上関神明祭」です。

 「上関神明祭由来記」によると、祭の創始者は、

小早川隆景（毛利元就の三男）であり、その起

源は、豊臣秀吉の朝鮮侵略に遡ります。豊臣秀

吉に従軍した小早川隆景は、戦勝祈願のため朝

鮮の軍営において御神体を作らせ、軍神

を祭り、祈願したといわれ、これを

機に始まった祭といわれています。

　

　その後４００年間、毎年旧暦

の１月１５日に行なわれていた

神明祭は、近年過疎による人

口減少、松喰い虫の被害による

材料の不足などの理由から衰退し、

約１０ｍの高さに作られていた御神

体も２～３ｍと小さなものになりました。

　

　このように神明祭が衰退しているなか、平成

９年７月に、上関町上関地区内の伝統的文化・

芸能・祭事等を保存・継承し、郷土の活性化、

文化的発展に寄与することを目的としたまちづ

くりボランティアグループ「かまどがせき会」

が発足しました。これをきっかけとし、平成１

０年より神明祭は、「かまどがせき会」が主催し、

御神体を元の１０ｍ余の大きさに復元し、祭を

盛り上げる為の方策を図るなど、積極的に取り

組み始めました。その結果、年々町内外からの

問合せが増え、参加者も増加傾向にあり、神明

祭が再び往年の盛り上がりを見せています。

　

　また、平成２０年には朝鮮通信使でゆかりの

ある韓国の留学生を祭の準備段階から呼び寄せ、

祭に参加してもらいました。これを受け、これ

からは日韓交流事業として祭の拡大を目指して

います。

　平成２１年の神明祭は１月１８日、惣津沖の

　山形県西部に位置する鶴岡市は、市街地は旧

城下町の風情を残しながらも、周辺は海や山な

ど豊かな自然に恵まれた地域です。作曲家、故

中田喜直氏の名曲、「雪の降る街を」は、そん

な鶴岡の冬の情景をイメージしながら作曲した

と言われています。 

　今回ご紹介する「鶴岡冬まつり」は、そのメ

ロディー発祥の地であることにちなんで、昭和

60 年にスタートしたまつりです。毎年 12 月～

2 月に、冬ならではの様々なイベントが繰り広

げられ、今年度は次のような日程・内容で実施

されます。

 

　まず、来年 1 月 18 日 ( 日 ) には「日

本海寒鱈まつり」を開催。鶴岡

の冬の味、寒鱈の「どんがら汁」

山形県 鶴岡市

面積：約１，３１２km2

人口：約14万１千人

お問い合わせ先：
鶴岡冬まつり実行委員会
（事務局：鶴岡市観光物産課内）
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新年最初の上関町のイベント『上関神明祭』 鶴岡市の冬はイベントが盛りだくさん

山口県 上関町

面積：約3５km2

人口：約３千７百人

お問い合わせ先：
上関町役場　総合企画課
   ０８２０－６２－０３１６
　

を求め、毎年 2 万人近くのお

客様で賑わいます。あちらこち

らの店の大きな鍋からは、アツアツ

の白い湯気が立ち上り、一口味わうごとに

身体の芯まで暖まります。店ごとの味の違いを

食べ比べるのも楽しいところ。 

　そして 2 月 14 日 ( 土 ) には、全国から日本

酒ファンが集まる「大山新酒・酒蔵まつり」が

開催されます。大山地区の歴史ある 4 軒の酒蔵

を巡りながら、心ゆくまで寒仕込のしぼりたて

の新酒が味わえる「酒蔵スタンプラリー」が人

気です。

 

　2 月 22 日 ( 日 ) に開催される「鶴岡音楽祭」

では毎回多彩なゲストをお招きし、一流の音楽

を披露していただくほか、地元の合唱団体も出

演し、合唱の町・鶴岡の冬を盛り上げます。会

場の全員が参加して「雪の降る街を」を合唱す

るフィナーレは圧巻です。

 

　そのほか、イルミネーションとライトアップ、

鶴岡市合唱祭、金峯山雪灯篭祭といったイベン

トが鶴岡の冬を彩ります。

浜において以下のスケジュールで開催する予定

です。はやしと呼ばれる２本（男・女）の御神

体に火を付け正月飾りと一緒に焼き払う様子は

一見の価値がありますので、是非足を運んでみ

てはいかがでしょうか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　

名称：神明祭　
期日：平成２１年１月１８日 ( 日 )　午前１１時頃から
会場：惣津沖の浜
11 時～　 三世代交流餅つき大会 ( 老人クラブ・婦人会・子ども会 )
13 時～　 神事
13 時 40 分～　 神舞
14 時 30 分～　 子供会対象のビンゴゲーム大会
15 時頃～ はやし ( 御神体への火入れ )　　　
15 時 30 分頃　 餅まき

写真上：高さ１０ｍ以上ある
２本の御神体
写真中央：御神体への火入れ
の模様
写真下：かまどがせき会によ
る神舞

どんがら汁が味わえる日本海寒鱈まつり

大山新酒・酒蔵まつり

鶴岡音楽祭

ライトアップ


